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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

東
京
地
方
本
部
は
一
〇
月
五
日
に
海
づ
り
大
会

を
開
催
し
た
。

　

七
時
に
川
崎
に
あ
る
船
宿
・
つ
り
幸
に
集
合
し
、

一
六
名
が
仕
立
て
船
に
乗
り
込
み
、
工
業
地
帯
の

運
河
を
横
浜
沖
に
向
か
っ
た
。
午
前
中
は
キ
ス
釣

り
を
行
な
っ
た
が
釣
果
は
も
う
一
つ
。
午
後
は
若

新
役
員紹

介

第
64
回

定
期
地
方
大
会

ステーションサービス
　鴨　宮　駅

ステーションサービス
　三　郷　駅

干
移
動
後
に
ア
ジ
釣
り
を
行
な
い
、
入
れ
食
い
状

態
が
続
い
た
。「
こ
れ
以
上
釣
れ
た
ら
持
っ
て
帰

れ
な
い
！
」
と
悲
鳴
を
上
げ
た
く
な
る
程
だ
っ
た
。

霧
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の
天
気

で
あ
っ
た
た
め
、
若
干
早
め
の
一
四
時
頃
に
引
き

上
げ
、
お
互
い
の
健
闘
を
祝
い
終
了
し
た
。

執
行
委
員
長

鎌
田　

博
一

　

総
括

執
行
副
委
員
長

稲
荷　

靖

　

総
括
補
佐

　

企
画
担
当

法
対
担
当

書
記
長

松
川　

聡

　

企
画
部
長

　

総
務
部
長

　

業
務
部
長

執
行
委
員

田
中　

克
幸

　

財
政
部
長

　

企
画
担
当

　

業
務
担
当

執
行
委
員

小
澤　

一
雅

　

組
織
部
長

　

企
画
担
当

　

教
宣
担
当

執
行
委
員

常
盤　

達
雄

　

教
宣
部
長

　

組
織
担
当

　

調
査
担
当

執
行
委
員

中
澤　

和
夫

　

政
治
部
長

　

組
織
担
当

　

法
対
担
当

執
行
委
員

山
田　

博
樹

　

福
対
部
長

　

業
務
担
当

　

教
宣
担
当

執
行
委
員

恒
本　

肇

　

法
対
部
長

　

業
務
担
当

　

組
織
担
当

執
行
委
員

横
倉　

一
夫

　

調
査
部
長

　

業
務
担
当

　

政
治
担
当

執
行
委
員

岡
野　

嘉
明

　

組
織
担
当

　

教
宣
担
当

　

調
査
担
当

執
行
委
員

岸
本　

靖
夫

　

教
宣
担
当

　

業
務
担
当

　

組
織
担
当

会
計
監
査
員

広
瀬　

裕
二

会
計
監
査
員

岡
田　

直
之

会
計
監
査
員

吉
田　

茂

青
年
部
長

中
嶋　

健
太

　

青
年
部
総
括

青
年
副
部
長

木
村　

洋
希

　

総
括
補
佐

東
京
地
方
本
部
は
九
月
一
四
日
～
一
五
日
に

第
六
四
回
定
期
地
方
大
会
を
開
催
し
、
組
織
強

化
・
拡
大
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・
安
定
輸
送

確
立
、
平
和
運
動
や
反
原
発
な
ど
の
強
化
に
向
け

た
二
〇
一
三
年
度
の
闘
争
方
針
を
確
立
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
全
体
の
流
れ
、
及
び
委
員
長
挨

拶
は
一
〇
月
五
日
発
行
の
Ｎ
ｏ
一
七
六
三
号
を
、

書
記
長
集
約
と
代
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
は
、

一
〇
月
二
三
日
発
行
の
号
外
を
参
照
さ
れ
た
い
。

来
賓
で
来
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

東
京
交
運
労
協　
　
　
　
　

湯
座
事
務
局
長

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー　

本
橋
事
務
局
長

東
京
地
評　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
議
長

東
京
全
労
協　
　
　
　
　
　

纐
纈
議
長

自
治
労
東
京
都
本
部　
　
　

中
條
書
記
次
長

　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

水
本
組
織
局
副
部
長

全
水
道
東
水
労　
　
　
　
　

上
村
委
員
長

社
会
民
主
党　

東
京
都
連　

羽
田
幹
事
長

日
本
共
産
党　
　
　
　
　
　

吉
良
参
議
院
議
員

中
央
労
金
東
京
都
本
部　
　

武
田
調
査
役

　

同　
　

荒
川
支
店　
　
　

佐
藤
支
店
長

全
国
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
中
本
部
長

一
般
財
団
法
人
国
労
会
館　

伊
藤
専
務
理
事

鉄
道
退
職
者
会
東
京
地
連　

羽
切
会
長

　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

堀
本
事
務
局
長

勤
労
者
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
専
務
理
事

国
労
東
京
顧
問
弁
護
士　
　

高
木
弁
護
士

  　

宮
﨑　

浩
則

　

海
老
原　

悟

退
任
さ
れ
た
執
行
委
員
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東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
二
五
日
に
行
な
わ
れ

た
「
空
港
母
港
化
四
〇
周
年
・
原
子
力
空
母
ジ
ョ

ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
横
須
賀
基
地
母
港
化
五
周
年

抗
議
・
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
を
求
め
る
全
国
集

会
」（
主
催
・
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
三

浦
半
島
地
区
労
）
に
参
加
し
た
。
集
会
に
は
神
奈

川
地
区
本
部
の
組
合
員
を
中
心
に
参
加
し
、
汐
入

駅
近
く
の
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
を
起
点
に
横
須
賀
市

内
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
原
子
力
空
母
配
備
撤
回

を
訴
え
た
。

一
〇
月
一
三
日
に
は
「
原
発
ゼ
ロ
★
統
一
行

動
」（
主
催
・
首
都
圏
反
原
発
連
合
）
が
行
な
わ
れ
、

各
地
区
本
部
・
支
部
か
ら
多
く
の
組
合
員
が
日
比

谷
公
会
堂
に
結
集
し
、
反
原
発
を
訴
え
、
霞
ヶ
関

周
辺
で
デ
モ
行
進
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
一
〇
月
二
一
日
に
は
「
オ
ス
プ
レ
イ
の

横
田
基
地
配
備
策
動
を
阻
止
し
、
基
地
の
整
理
・

縮
小
・
撤
去
を
求
め
る
三
多
摩
集
会
」（
主
催
・

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
）
に
、
八
王
子
地
区

本
部
の
仲
間
を
中
心
に
参
加
し
て
き
た
。
集
会
で

は
、
国
労
東
京
議
員
団
団
長
の
高
橋
市
議
（
青
梅

市
）
が
社
民
党
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
青

山
市
議
（
昭
島
市
）
も
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告

団
と
し
て
基
地
の
縮
小
・
撤
去
を
訴
え
た
。

集
会
後
、
福
生
公
園
を
起
点
に
福
生
市
内
の

横
田
基
地
沿
い
を
六
二
〇
名
が
デ
モ
行
進
し
、
墜

落
事
故
を
頻
発
さ
せ
て
い
る
米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
反
対
な
ど
を
訴
え
て
き
た
。

東
京
交
運
労
協
鉄
軌
道
部
会
で
は
、
一
〇
月

一
一
日
に
交
流
会
を
行
な
っ
た
。
国
労
か
ら
も
、

東
京
地
本
と
新
橋
支
部
、
上
野
支
部
か
ら
参
加

し
、
東
京
都
交
通
局
総
合
指
令
所
及
び
、
都
営
三

田
線
志
村
車
両
検
修
場
の
視
察
・
交
流
を
行
な
っ

た
。

　

ま
た
、
東
京
交
運
労
協
三
多
摩
地
協
で
は
九
月

二
一
日
に
見
学
会
を
行
い
、
国
労
か
ら
八
王
子
地

区
本
部
が
参
加
し
て
い
る
。
今
回
は
羽
田
空
港
の

Ｊ
Ａ
Ｌ
整
備
工
場
へ
行
き
、
組
合
間
の
交
流
を
深

め
て
き
た
。 反

戦
平
和

反
原
発
の
取
り
組
み

原発ゼロ★統一行動

三多摩集会で基地撤去を訴える青山市議

志村車両検修場

JAL 整備工場　外された座席が並ぶ

JAL 整備工場 三多摩集会

横須賀集会

横須賀集会

〒105-0004　東京都港区新橋 5-15-5  交通ビル 3F

〒116-0013　東京都荒川区西日暮里 2-55-1  国労東京地方本部内
〒163-0456　東京都新宿区西新宿 2-1-1  新宿三井ビル

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35 歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45 歳 55 歳 65 歳

女性

電　話
JR 電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

東
京
交
運
労
協

見
学
・
交
流
会


